別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農地費　目：農地事業計画調査費
	事業名: 農業用水水源地域保全普及促進対策事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農地計画課　企画調査担当　電話番号：058-272-1111（内3176）

　　　　　　　　　　　E-mail：mailto:c11427@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：8,000千円（前年度予算額：15,000千円）
	事業内容


	１　事業の内容


農業用水の水源地域において、良質な農業用水の安定的な供給等に資する水源林の保全を目的として、水の恩恵を受けている下流地域の農業者や地域住民等が、水源地域を取り巻く現状や課題について理解を深めることや、水源林によりかん養された農業用水の有効利用を図ることを普及促進する活動を推進する。
○普及促進対策（事業主体：県、土地改良区）
　  県が策定（平成19年11月）した基本計画に基づき、農業用水と水源林に係る理解を深める普及促進活動の実施 
             実施地域：木曽川、長良川、揖斐川、飛騨川、宮川、高原川の６流域
Ｈ２３年度活動内容
　　◆普及啓発活動
    　 ・農業用水の水源林を守ることの大切さ学ぶ体験学習会を、長良川、揖斐川、飛騨川流域に加え、木曽川流域で開催。
       ・小中学生を対象にした流域環境読本の作成
　　　 ・各種イベントにおいてパネル展示等による広報活動の実施
    ◆流域毎のネットワークづくり
　　    活動の継続、展開を図るため流域連携協議会を設立。
	２　所要経費


· 普及促進対策：8,000千円
	これまでの取組と成果


　
	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　 　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・県民・地域が一体となった保全活動により、多面的機能が将来にわたり十分発揮されるよう、農業・農村の持つ多面的機能についての啓発を行う。　
	２　これまでの取組状況


　平成19年度に農業者、林業者及び一般住民の計3,000人を対象にアンケートを実施し、森と水の繋がりに対する意識の把握を行うとともに、農業用水の水源林の大切さを考えるシンポジウムを下流域（岐阜市）で開催した。20年度、21年度には水の恩恵を受けている下流域の農業者や地域住民を対象とした体験学習会の開催及びパネル展示、また、農業用水の水源地域を紹介した間伐材による看板の制作設置など普及啓発活動に取り組んでいる。また、21年度には中流域（関市）でシンポジウムを開催している。
	３　これまでの取組に対する評価


　体験学習会やシンポジウム、パネル展示等の普及啓発活動時には、参加者へアンケート調査を実施し、効果の検証を行っている。その結果、参加者の多くが水源林の役割について理解が深まり、水源林の保全活動に参加したいと回答するなど、これら普及啓発活動の効果を実感している。
（例）平成21年度ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ　参加者200名　森林整備の必要性に対する意識38%→88%

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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